
痛
みがあるということは、大変ストレスなことです。

しかし、痛みを感じない体になれば健康的に暮

らせるかといえば、そうではありません。もし痛みを

感じなければ、体の異常に気付かないまま過ごして

いるかもしれません。痛みにはいろいろな種類があ

りますが、たいていは体のどこかの異常を知らせる

警報です。「心筋梗塞」「膵炎」「尿管結石」の痛みは

強い痛みの代表的なものですが、

糖尿病の方は痛覚が鈍くなるので、

心筋梗塞を起こしていても気づか

ず、その後の検査で見つかること

があります。痛みは体の異常を知

らせる重要なサインなのです。

痛
みには鋭いものから鈍いもの、持続的だったり

間欠的だったり、誘因がある場合と不定に出る

痛みの場合などいろいろなケースがあります。知覚

神経が興奮して感じる痛みや、脳が過敏になって感

じてしまう痛み、原因もなく感じる痛みもあります。

ど
んな痛みでも、軽いうちに対処すれば早く軽減

させることができますが、軽い痛みが原因もなく

短時間で収まってしまう場合は、様子を見て問題あり

ません。しかし、その痛みの頻度

が増えたり、痛みの程度が強くなっ

たりするようなら医療機関の受診

をお勧めします。あまり我慢して

からでは、痛みを治療するのに難

渋することが多いからです。

よ
く炎症という言葉を耳にするかもしれませんが、

炎症は①痛み②腫れ③発赤④熱感を伴う状態

をいいます。痛みは炎症という状態の一部になりま

す。つまり痛みがあればその局所で炎症が起きてい

ると言ってよいわけです。急性の痛みの場合、一般

的には消炎鎮痛剤を内服すれば、炎症を鎮めると同

時に痛みも軽減してくれます。「痛み止めは一時的な

ものでしょう？」といわれることがありますが、炎症を

抑えることで痛みもなくなり、治すことになるのです。

これに対して慢性の痛みの場合、炎症だけが原因と

はいえません。老化現象、疲労、

血行障害、運動不足、冷え、ストレ

ス、心因性などいろいろな原因が

複雑に絡みます。日常生活の中

に原因があることも多いので、総

合的な対策が必要です。

痛
みには閾値というものがあります。あるレベル

になると痛みを感じるが、そのレベルを切ると

感じないというものです。閾値は人によって違います。

また痛みが長く続くと、閾値が上がってしまい、ちょっ

とした刺激でも痛みと感じるようになってしまいます。

つまり慢性期の痛みを取るのは、

この閾値を下げることが大切にな

ります。閾値を下げるには消炎鎮

痛剤ではなく、閾値を下げる効果

のある内服薬が必要です。効果

的な薬があるので、ぜひご相談く

ださい。
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痛みはからだのサインです
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